
 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

      

                              

                                

 

     

 

 

 

 

 

2010年４月１日 

 

 

 

学校法人山口学園 

くずは青葉幼稚園 

 学校法人山口学園 くずは青葉幼稚園           Ｙamaguchi Gakuen Educational Foundation 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００９年・平成２１年４月１日～２０１０年・平成２２年３月３１日 



 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目 次     ２００９年度・平成２１年度 くずは青葉幼稚園 事業報告 

 第１節 法人・幼稚園概要 ３ page 

 第２節 2009年度・平成21年度 幼稚園運営指針 ４ page 

 第３節 自己評価の取り組み ７ page 

 第４節 子育て支援事業 ７ page 

 第５節 教育環境設備の充実 ８ page 

 第６節 納付金の改訂 ８ page 

 第７節 経営改善計画の策定 ９ page 

 第８節 大阪府私立幼稚園経常費補助金 10 page 

 第９節 平成21年度安心子ども基金特別対策事業 10 page 

 第10節 枚方市／平成21年度幼稚園幼児教育助成モデル事業 10 page 

 第11節 保護者交付各補助金 11 page 

 第12節 組織運営体制 11 page 

 第13節 教員の資質向上 11 page 

 第14節 園児健康管理 12 page 

 第15節 職員健康管理 13 page 

13 page  第16節 幼稚園行事（事業）の大要実施報告 

 第17節 学事報告 13 page 

 第18節 沿革 15 page 

 第19節 財務報告 17 page 

 第20節 その他の報告 17 page 

   ① 経営理念  ４ page 

   ② 本学園の使命 ４ page 

   ③ 教育理念 ４ page 

     ２００９年度 教育指針・保育指針 ５ page 

     ２００９年度 異年齢児による教育活動の報告 ５ page 

   ① 預かり保育 ７ page 

   ② 園庭開放（未就園児子育て支援） ８ page 

   ③ 課外教室 ８ page 

     平成20年度策定の「経営改善計画」の取組み実績と今後の課題のまとめ ９ page 

   ① 理事長・理事会の役割と責任 11 page 

   ② 幼稚園運営体制 11 page 

   ① 園内においての保育研究 11 page 

   ② 園外においての研修 12 page 

     平成2１年度 学籍詳細 13 page 

     平成2１年度 就学小学校一覧 13 page 

     学籍の推移と平成2１年度学籍［資料］ 14 page 

   ① 未就園児教室の開講 17 page 

   ② 未就園児（在園児）園庭開放の実施  17 page 

   ③ 小学校との連携・交流 17 page 

   ④ ホームページの更新（情報公開） 17 page 

   ⑤ インフルエンザ罹患による「学級単位の臨時休業措置」による、給食費の返戻 18 page 

   ⑥ 2009年度通園バス運行 18 page 

   ⑦ 2009年度給食実施状況・食育の取り組み状況 18 page 

   ⑧ 園児制服の完全変更 19 page 



 

3 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

      

                                                                                 

 Ｙamaguchi Gakuen Educational Foundation 

 

学校法人山口学園くずは青葉幼稚園   

２００９年度／平成２１年度 事業報告書 
 

 

 

 

 

１．法人・幼稚園概要 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

   

設 置 者 学校法人山口学園  

学 校 名 くずは青葉幼稚園 

所 在 地 枚方市北楠葉町３８番１号 

学 校 長 氏 名 園長  山口尚志 

法 人 代 表 者 理事長 山口亨  副理事長 山口尚志（法人の代表権を有する副理事長） 

理 事 会 理事７名、評議員１５名、監事２名  定例理事会 ２回開催（決算５月・予算３月、承認）
臨時理事会 １回開催（H21年度経営改善計画継続承認、11月） 

定員・実員学籍 定員４００名  実員１５１名（平成２１年５月１日時点） 

職 員 構 成 平成２１年度 園長１名、主任教諭１名、教諭９名、園務員１名、嘱託バス運転手２名、 

       体育講師１名 合計１５名（平成21年度新規教員採用２名。前年度末退職教員２名）合計１５名） 

平成２２年度 園長１名、主任教諭１名、教諭10名、園務員１名、嘱託バス運転手２名、 

       体育講師１名 合計１６名（平成22年度新規教員採用２名。前年度末退職教員１名）合計１６名） 

建 学 の 精 神 「たくましく人間性豊かな子どもをめざす」 

そ の 他 Ⅰ 以下の項目は、ホームページ［ http://www.k-aoba.ed.jp/ ］ にて詳細公開 

（本事業報告書にての記載を略） 

建学の精神・教育方針／指導方針・学園環境・保育概要・沿革（本書標題№18・

P14に掲載）・2009年度教育指針（本書標題№２－③・P３～６に掲載）・学費納付金・預

かり保育・情報公開［幼稚園概要（事業報告・財務状況等］・課外教室・食

育取組及び給食内容・感動の声（保護者意見集）・推薦の言葉・保護者交付

各補助金(2009年度交付実績は、本書標題№11・P10に掲載） 

そ の 他 Ⅱ 法人及び幼稚園連絡先  電話 072-857-8221  FAX 072-856-5944 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ info@k-aoba.ed.jp      

                   園章 
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２．2009年度・平成21年度 幼稚園運営指針 

 開園三十二年の実績を基盤に本園幼児教育の推進と充実

を図るため、併せて「建学の精神」をより太くするため、

年度初め（2009年度）に「経営理念」「学園の使命」「教

育理念」の三つの柱を設定し、運営指針を定めた。この指

針に基づき幼稚園運営を行なった。また、学年ごとに詳細の教育目標を設定、これを全教員で確

認し併せて幼稚園全体の教育内容の充実を図れるよう、意志統一した。 

 

 ① 経営理念  

 多様化、複雑化する社会構造と教育構造の真意を捉え、次代を担う子どもの生育を真摯に考

え、変化を先取りする。また保護者ニーズの真意を捉え保護者との連携を構築し幼稚園教育の満

足度を高めることをねらいとした。教職員は、業務並びに事業全てに対して「一生懸命な姿勢」

を貫き、結果のみを重視することなく過程をも重視した教育を実践することを理念とし設定し

た。 

 教育水準の向上を図り、園の目的を実現するため教育活動その他の学校運営の情況について自

ら点検及び評価（学期毎）を行い、その結果を新年度に公表することとした。（2009年４月、

2010年４月公開）また、園の教育活動その他の学校運営の情況について保護者等に対して積極的

に情報を提供。さらに危機管理体制を構築し、安全な幼児教育環境を設定した。 

 公開する内容 ＝ ① くずは青葉幼稚園・学校評価  

          ② 財務状況（消費収支計算書・資金収支計算書・貸借対照表・財産目録）  

 

 ② 本学園の使命 

 保護者に文書並びにホームページを活用し、子育て情報、教育情報等を積極的に発信し、家

庭・保護者教育力を高めることが成されるよう努力した。また、園庭開放を４月度から６月度に

ついては月2回の土曜日を開放日とし、７月以降年度末３月までは、月１回の園庭開放を実施

し、未就園児保護者も含め家庭との連携を深め、子育て支援を充実させた。 

 

  ③ 教育理念 

 従来の「幼児体育・健康領域」の重点指導はもとより、領域「人間関係」の重点的指導並びに

環境構成に留意し「異年齢児」による総合活動を2008年度以上に推進した。その活動日・教育日

数を年間延べ３週間これに充てた。また、2009年度教育指針・保育指針を全教員で年度初めに確

認し（詳細の本書記載略・学校評価Ｐ３～５に記載）共通理解のもと実践に取りくんだ。 
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２００９年度 教育指針・保育指針 （unit ２－③－１） 

 本園は、幼児の「心身の成長」を促し、子ども達相互の「ふれあい」を大切にした教育環境を

整えることが何よりも大切と考えている。そして、幼児がいろいろな生活体験を積み重ねること

ができるよう指導と援助を行い、「明るく伸び伸びした幼児の育成」を目指すことが教育目標で

ある。幼稚園集団生活の中で、幼児期の「躾」を充分に行い、情緒の安定を図り、そして将来の

社会の担い手となるよう、自主性と協調性をもった豊かな「個性の創造」を育むことに努力研鑽

に努めている。「幼児の心身の成長発達を助長し明るく伸び伸びとした集団生活を行う」「幼児

期の幅広い諸経験を通して自主性を培い、そして体得して表現し、さらに集中してやり遂げる」

という幼児教育を目指している。2009年度は、それぞれの学年において詳細の「教育目標」を設

定し、保育に努めた。詳細の学年別教育目標は、「2009年度／平成21年度くずは青葉幼稚園・学

校評価Ｐ２～５掲載］ 

○ 年長学年は、思いやりの気持ちをもって友だちと関わり、思いを伝えあう大切さを感じると 

  ともに色々な活動に意欲をもち、目標に向かって精一杯取りくむ。 

○  年中学年は、集団であそぶ楽しさを味わい、自分の力を発揮しながら何事にも最後までやり 

  遂げる気持ちを持つ。 

○  年少学年は、基本的な生活習慣を身につけ色々な活動に意欲的に取り組み、友だちとあそぶ 

  楽しさを味わう。 

○  全学年・幼稚園全体として異年齢による教育活動を通して以下の教育目標を設定した。異年 

  齢の友達に親しみを持ち関わりを深め、友だちとの生活の中で自分らしさを発揮する。いろ 

  いろなクラス、学年の友達や保育者との関わりを楽しむ。すすんで関わりをもち、思いやり 

  の気持ちを育む。 

 

 

２００９年度 異年齢児による教育活動の報告 （unit ２－③－２） 

 

   ◎ 入園・進級当初 [４月・５月] 

   教育保育目標 ① 異年齢の存在を知らせ知り親しむ。 

                  ② まわりの人へ親しみをもつ 

                  ③ 自分の知っていること、できることを喜んで知らせようとする 

                  ④ 自分たちができることを考え行おうとする 

   教育活動      ① 園内めぐり→全学年 

                  ② 給食準備手伝い→全学年 

                  ③ 食育指導→全学年・市民の森散策→年中・年長 
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  Ｙamaguchi Gakuen Educational Foundation 

◎  異年齢の友達に親しむ [６月・７月・８月] 

  教育保育目標 ① 異年齢の友達に興味をもち一緒に遊ぼうとする  

          ② 異年齢の友達に手伝ってもらいながら自分のことをしようとする 

                 ③ 異年齢の友達にどのように伝えるか考え、接する 

                 ④ 異年齢の友達と一緒に遊ぶことを楽しむ 

   教育活動      ① 歯磨き指導      ② ダンスを踊る     ③ 笹飾り→全学年 

           ④ 異年齢チームでの活動→年中・年長  ⑤ 市民の森散策→年中・年長 

                 ⑥ ディサービスセンター訪問→年長    ⑦ 夏期保育 ・夏期預かり保育 

 

◎  異年齢の友達との関わりが深まる  [９月・10月・11月・12月] 

 

    教育保育目標  ① 異年齢の友達との関わり方を知る 

           ② 自分の思いを友達に伝え友達の思いにも気づき受け入れたり応えたりする 

                 ③ 異年齢の関わりの中でリーダー的存在となり遊びをすすめる 

   教育活動      ① 運動会(異年齢ゲーム・異年齢リズム)→全学年 

         ② １０月異年齢活動(運動会ごっこ、市民の森散策、指人形づくり) →全学年  

                 ③ いもほり(年中・年長)  ④ 交通安全指導→全学年 ⑤ 七五三参拝（雨天中止） 

                 ⑥ ディサービスセンター訪問→年長  ⑦ １１月異年齢活動                  

                           ⑧ 市民の森散策→全学年       ⑨  紙芝居読み聞かせ→全学年 

 

◎  異年齢の友達との活動に安心感をもつ [１月・２月・３月] 

 

   教育保育目標 ① 異年齢の友達に積極的に関わり、友達の思いに気づき行動する 

             ② 今までの経験や関わりに自信をもち、色々な人と関わる力へとつなげる 

   教育活動          ① 朝の集いゲーム     ② お正月遊び        ③ 一日入園    ④ 昼食会      

                 ⑤ 誕生会司会進行・誕生会音楽隊の伝授  ⑥ お別れの集い→全学年  

                           ⑦ 異年齢保育(誕生会をみんなでつくって祝う)→年長 

                           ⑧ 年長児へのプレゼントづくり→年少・年中        ⑨ 卒園製作→年長 

  

  異年齢保育は、人と関わる力を育み、経験の中で人への優しさやいたわる心を育てるということ

を確信した。園児は、子ども同士の関わりとたくさんの経験の中で「やってあげたいと思う心」

「やさしくされて嬉しいと思う心」は「人と関わる力」となった。そして新しい人間関係を築く第

一歩となった。                                   （次page続） 
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  年間を通し、「教育目標・ねらい」を設定し取り組んだ。これらの幼稚園における「異年齢活

動」がきっかけとなり、日常のあそびや登・降園での子ども達同士の関わり、預かり保育の活動

時における子ども達同士の関わり方が、さりげなく自然になった。異年齢児の交流は、決して一

方通行ではなく「やってあげるだけ」「やってもらうだけ」では成り立たず、「やってもらった

ことへの感謝の気持ち」「やってあげたことが、伝わった喜び」等、お互いが感じあうことが重

要であると教員一同再認識した。友だちの思いに気づく、友だちのことを思いやる、それが「か

かわる力」であり、友だちやまわりの人に助けられながら、特に年少児達は、少しずつ身につけ

はじめた。この取り組み、教育活動により本園の「建学の精神」がより太いものとなり、在園児

に意義ある教育活動並びに幼児の発達の援助が成されたものと認識している。 

 

 

３．自己評価の取り組み （２－①関連） 

 評価項目に沿って自己点検自己評価を学期毎に行い、教員自らが客観的に指導や子どもとの関

わりを省みた。また、学校関係者評価として本園父母会役員１４名(H２１年度役員・H２２年度

役員予定者)の方にその内容を説明し、意見を求めた。その結果、「特に指摘すべき事項・内容

はない」旨の評価が成された。 

 これを２００８年度同様（２００９年４月公開）新年度・２０10年４月に「学校評価・自己評

価」として、ホームページにて公開を行った。 

 

 

４．子育て支援事業  

  ① 預かり保育    

 １７時３０分まで園児を預かり異年齢児による

教育活動を実施した。また、７月及び８月夏期長

期休暇中（夏休み）に１４日間、また2009年度は

新たに１２月に２日間、９時より１７時まで預か

り保育を実施し、支援事業として位置づけた。  

 

 

 

 

 

預かり保育日数 １４日 

預かり保育延べ利用園児数  ６５０名 

一日平均園児数  ４６．４名 

夏期預かり保育 ８月  

預かり保育日数 年間１６８日 

預かり保育延べ利用園児数 ３０１９名 

一日平均園児数  １７．９名 

通常預かり保育 ４月～３月    

預かり保育日数 ２日 

預かり保育延べ利用園児数 ８３名 

一日平均園児数 ４１．５名 

冬期預かり保育 １２月  
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  ② 園庭開放（未就園児子育て支援） 

 園庭開放を４月度から６月度については月2回、７月以降年度末３月までは、月１回の園庭開

放を実施した。未就園児並びに入園児、在園児保護者との家庭との連携を深めた。尚、参加者は

一回のみの参加者、全回参加者も含め１４４名、全園庭開放日（１２日間）に来園者総数は４８

０名となり、各園庭開放日に４０名平均の未就園児が来園となった。継続して毎月参加された方

は、約８０名となり、本園入園を希望される方が６５％の割合を占めた。 

 また、過去３年間で 園庭開放参加者、説明会参加者の対比では来園者数が増加し、入園願書

提出者が増加となった。これは、「入園したい」という意識が動いたと判断。園庭開放での幼児

と保育者の関わりをより広く実践し、幼稚園に対する保護者意識を高めるよう環境を構成したこ

と未就園児子育て支援が有効となり、幼稚園選びの一助となった。  

  

 

 

 

 ③ 課外教室 

 継続して、課外教室を展開し「子育て支援事業」として位置づけた。募集時期等の適正化を行

い、幼稚園生活と課外教室の連携を執るようにした。  

 

５．教育環境設備の充実 

 ２００９年度・平成成２１年度、春期休業中（春休み／2009年３月２０日～４月２日）に遊戯

室のフロアー全面改修工事を行った。これは、全園児はもちろんのこと保護者も含めて「集う

場」でもあり、入園式・卒園式をはじめとする多くの行事の事業を開催実施する重要な施設であ

ることより、改修により、快適な空間を整えた。 

 尚、２００９年度末（２０１０年３月２３日～３月末日）に年中園舎保育室出入り口ドアの安

全改修、並びに１階保育室６室の手洗い場（水道カラン）の全面改修工事を実施。併せて保育室

６室の室内塗装改修を行った。また、花壇６基の安全改修を実施した。これらの改修は園児の安

全衛生環境を整え、今後の幼稚園教育の有効を目指すものである。［当該改修工事は、一部の工

事を2010年４月以降に執り行うことより、一括して2010年度・平成２２年度の財務支出となるこ

とにより、当該経費は２０１０年度決算に反映することとなる］ 

 

６．納付金の改訂 （入園一時金施設協力金の兄弟姉妹関係児減免措置） 

 保護者の経済的負担を最小限に抑え、兄弟姉妹関係児の保育料減免措置、併せて空調費の減免

措置も実施している。この趣旨に則り、さらに平成21年度入園者より入園一時金の内、施設協力

費２万円を在園並びに卒園の兄弟姉妹関係の入園者［納付義務者＝保護者］に対して減免措置を

執った。［園則変更済］  

 ２００６・Ｈ１８ 

（０７・Ｈ１９入園） 

２００７・Ｈ１９ 

（０８・Ｈ２０入園） 

２００８・Ｈ２０ 

（０９・Ｈ２１入園） 

２００９・Ｈ２１ 

（１０・Ｈ２２入園） 

園庭開放参加者 １２１名 ９７名 約８０名 １４４名 

９月入園説明会・園庭開放参加者 ７０名 ６２名 ５６名 ８６名 
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７．経営改善計画の策定  

 標題の「経営改善計画」を平成２０年度において向こう５年間の計画を策定した。 

  ① 従前より経費節減に努め、平成19年度と平成18年度の対比では、管理経費全体で約２８ 

    ００万円の節減を行った。その主な要件は、経費節減並びに減価償却額の減少となり、 

    管理経費支出を抑制、さらに修繕費支出を抑えたが、平成２０年度には、保育室改修工 

    事を実施し平成２０年度決算では、大幅に支出が決算上表示されることとなった。経営 

    改善計画の根幹は上記の経費節減と学籍園児数の増大であり、今後の園児募集活動内容 

    の充実を図る旨の計画を立案した。 

  ② また大阪府私学助成カットが、平成２０年度に打ち出され、経常費補助金の削減となっ  

    たが、配分基準により精査すると、園児減少による園要素の単価減少（１４０名以下の 

    配分単価／平成２０年度本園実員は１３９名の構成要件）が大きく影響したものと判断 

    できる。尚、経常費補助金の配分要素として「経営改善計画」の策定により、４０万円 

    の配分要件を満たし本園においてもこれを策定し、経常費補助金の増額が得られた。経 

    営改善計画は、平成２０年度から平成２４年度の五年間についての計画を策定した。 

 

 上記①、②を受け、2009年度・平成21年度において継続して「経営改善計画」の修正を行いこ 

れを継続し、幼稚園運営・経営の安定化を目指した。 

 

 

 以下に「平成２０年度作成の経営改善計画・平成２１年度経営改善計画・修正書」記載のまと

めの項を記載する。 

 

平成20年度策定の「経営改善計画」の取組み実績と今後の課題のまとめ 

 

 報告書記載の通り、園児数拡大が重要な課題として設定し、昨年（平成20年度）の「経営改善

計画」策定に至った。結果として、年間を通じての園庭開放や情報公開により、本園の内容をご

理解いただいた上で入園志望が増加と認識すべきであるが、並行して本園地域では少子化若しく

は保育園入園志望が多くを占める。この現況において今後も計画書にある子育て支援の対応はも

ちろんであるが、加えて「預かり保育の時間延長」等の整備が急務とされること予測される。然

るに教職員の労働環境等の問題も存在する故、その対応には時間を要すると考えられる。園児数

拡大により、教員の増員や施設整備等の支出が拡大することとなるが、本園の適正規模園児数を

維持することにより、安定した経営・運営状況が構築されるものと考える。今後も「経営改善計

画」に則り、当該年度の修正を加えながら計画を推進するものである。平成20年度より、大阪府

私学助成削減の方針が大阪府により行政改革として実践されたが、本来は経常費補助金に相当な

る依存することなく、本園としての教育運営を実践すべきが責務と認識するが、ここ数年の園児

減少を捉えると経常費補助金の交付趣旨並びに増額が有効となるよう経営努力すべきと感じる。 
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 尚、平成21年度より、大阪府私立幼稚園経常費補助金の新配分基準にみられる情報公開要素並

びに子育て支援推進要素等により、従来に増して補助が成されることを十分に認識し、幼稚園教

育運営に取り組むべきが、必然である。併せて、私立幼稚園本来の教育内容、本園「建学の精神

のより充実」に向けての努力研鑽に励むべきと痛感するものである。 

［文責／学校法人山口学園 副理事長・くずは青葉幼稚園・園長 山口尚志］ 

 

８．大阪府私立幼稚園経常費補助金 
 

 平成21年度より、大阪府私立幼稚園経常費補助金の新配分基準が改訂され、前述の「情報公開
要素（財務状況）」「情報公開要素（学校評価）」また「子育て支援要素」が新設された。併せ

て平成20年度新設の要件、「財務状況改善要素」により、１，８００千円の本園への配分が成さ

れ、合計３６，９９２千円の経常費補助金交付と決定された。これは、平成２０年度より５，７

９９千円の増額となり、本園財務状況の厳しさに幾らかの好転となった。 

 

９．平成21年度安心子ども基金特別対策事業 

  ［幼児教育の質の向上のための緊急環境整備事業補助金］（安心子ども基金） 
 

 幼児教育の質の向上のため標題の補助金が創設され、本園においても申請を行った。当初、イ

ンフルエンザ流行の兆しがあり、その対策として「空気清浄機」等の設備購入を検討したが、そ

の効果等に不確実性があるため、遊具等の修理修繕と保健衛生関係の備品購入（視力検査器・身

長計・体重計等）をその申請内容とした。その結果、平成21年１２月１６日付を以て、３２６，

０００円の補助金交付の内示を受けた。尚、交付は平成22年５月となり、計算書類においては平

成22年度決算での計上となる。 

 

10．枚方市／平成21年度幼稚園幼児教育助成モデル事業 
 

 枚方市より、「平成21年度改定された幼稚園教育要領において、幼児期における教育の重要性
が位置づけられ、教育要領改定の趣旨を踏まえた小学校への円滑な接続、地域や家庭との連携

等、幼稚園が行う特色ある幼児教育の取り組みに対して、平成21年度から平成23年度までの三年

間助成を行うことで幼稚園教育の充実を図る」左記の趣旨を以て私立幼稚園に対しても補助が成

されることとなった。（上限、３０万円）これを受け、本園は下記の申請を行った。 

① 地域の自然、人材、行事、公共施設を活用し、幼児に多様な体験をする機会を提供する事業

② 幼児教育の充実に資する事業（園庭開放等） 以上の事業の申請により、枚方市より標題補

助金３０万円の交付決定となった。（2010年３月交付） 
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11．保護者交付各補助金 

 私立幼稚園就園奨励費補助金をはじめとする2009年度・平成21年度保護者交付金は、以下の金
員が各行政機関より補助金交付となり、本園より配分した。これにより、私立幼稚園就園児 取

り分け本園の保護者負担を軽減し、幼児教育の一層の充実させる趣旨の通り達成されたと信じる

ところである。 

 大阪府私立幼稚園保育料軽減補助金  （３歳児交付）    ６２１，０００円 

 枚方市私立幼稚園就園奨励費補助金（３～５歳児交付）  ６，５２０，４００円［７２名］ 

 京都府私立幼稚園保育料軽減補助金（３～５歳児交付）    ３５７，０００円 

 八幡市私立幼稚園就園奨励費補助金（３～５歳児交付）  １，２７５，８００円［１３名］  

 京都市私立幼稚園就園奨励費補助金（３～５歳児交付）    ２３６，２００円［ ３名］ 

 京都市私立幼稚園就園教材補助金 （３～５歳児交付）     ２６，０００円［ ３名］ 

 枚方市私立幼稚園保育助成金補助金（３～５歳児交付）  ４，６８３，１００円［132名］ 

 （枚方市私立幼稚園保育助成金補助金は、枚方市教育委員会より直接保護者に交付） 

12．組織運営体制  

 ① 理事長・理事会の役割と責任 

 平成21年度中においても理事長においては、体調不調が続く状況となった。然るに法人業務及

び幼稚園業務内容については何ら差し障りのない処理を行い、業務を遂行している状況となっ

た。これは、副理事長（園長）がこれに代わり理事長に詳細にわたり報告・説明を成し、法人運

営について円滑化されている点、併せて、私立学校法改正の際に、本法人の代表権のある副理事

長としたことより、何ら問題が生じていない現状である。 

 ② 幼稚園運営体制 

 従前通り、平成21年度中においても「園務分掌規程」に基づき、業務を分掌し、合理的で機能

的な幼稚園運営を図った。また「行事担当分掌」についても職員の責任と自覚のもと遂行され円

滑な園運営がなされた。 

 

13．教員の資質向上  

 ① 園内においての保育研究 平成21年度、園内での「研究保育」を実施した。 

 １．平成21年 ６月１９日「製作活動」年中教諭 新聞紙あそび 約５０分 

 ２．平成21年１０月２７日「製作活動」年少教諭 パス描画活動 約４５分 

 ３．平成21年１２月 １日「製作活動」年長教諭 クリスマスリース作り 約４５分 

 それぞれの保育内容について全教諭より、指導助言等を行い総合評価を行った。当該 

 教諭は、研究保育及び評価反省会を日々の保育に活かした。 
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  ② 園外においての研修 

 平成21年度、園外での「研修会」に下記の通り、参加した。 

14．園児健康管理 

 平成21年度中に下記の園児健康管理を行った。 

 ① 毎月（８月度は除く）身長、体重の測定 

 ② ５月、９月、１２月、３月において胸囲、座高の測定。 

 ③ 学校保健法により、右記の健康診断を実施。検尿検査５月１２日、寄生虫検査５月２１日、  

   歯科検診６月３日、内科検診６月４日実施、４歳児・５歳児については視力検査を実施。 

 ④ 園児健康管理上において特記すべき事項  

   インフルエンザの罹患状況 2009年10月21日、園児インフルエンザ罹患により欠席以後下記の通り。 

 

 

 

 

 

                    2010年１月21日以降、インフルエンザ罹患園児は無し。 

    インフルエンザの罹患による学級単位の臨時休園措置（学級閉鎖） 

    １）年長たけ組  2009年10月27日（火）～30日（金）の４日間 

    ２）年少すみれ組 2009年12月８日（火）～11日（金）の４日間   

    ３）年少すみれ組 2010年１月20日（火）～22日（金）の４日間 

 研修日時 研修主宰者・参加者・開催場所 

１ ２００９年８月１８日 食育推進プロジェクト事業研修会／主任他１名 

於／枚方市立教育文化センター 

２ ２００９年８月２６日 枚方市教育委員会／教員１名 

於／枚方市立教育文化センター 

３ ２００９年８月２９日 大阪医科大学ＬＤセンター／園長、主任他９名 

於／枚方市立教育文化センター 

４ ２００９年１２月２１日～ 大阪府私立幼稚園連盟／主任 

於／大阪医科大学 

５ ２０１０年１月 ７日 枚方市立樟葉幼稚園／園長、主任他９名 

於／枚方市立樟葉幼稚園 

研修内容 

子どもを取り巻くアレルギーの現状と

課題 

子どもの成長と読みきかせ 

幼稚園に於ける発達障がいと遅れのある子ど

ものための行事の取り組み 

１０年経験者研修・幼稚園をめぐる最新教育

事情［東京学芸大学教育学部岩立教授・国立

特別支援教育総合研究所・小田理事長］ 

保護者とのより良き関わりについて 

６ ２０１０年３月２６日 大阪府私立幼稚園教育研究大会 大阪府私立幼稚園連盟／園長、主任他１０名 

月  度 年少学年 年中学年 年長学年 当月小計 

2009年１０月 ２名 １名 ６名 ９名 

2009年１１月 ０名 ４名 ６名 １０名 

2009年１２月 ４名 １名 １名 ６名 

2010年０１月 ７名 ６名 １名 １４名 

幼稚園累計 

９名 

１９名 

２５名 

３９名 
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15．職員健康管理    職員健康診断６月２５日実施 

 

16．幼稚園行事（事業）の大要実施報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17．学事報告  

               

 平成2１年度 学籍詳細 

   ※ ３歳児５３名 

     ４歳児４８名 

     ５歳児５０名   合計１５１名 

   ※ 大阪府内在籍     １２８名 

    ※ 京都府内在籍      ２３名 

    ※ 通園バス利用園児   １１０名 

   ※ 徒歩通園児       ４１名 

             2009年５月１日現在 

 

 平成2１年度卒園児 就学小学校（就学は平成22年度）  

   ※ 右表の通り。2010年３月16日卒園現在 

 

 

 

０４／０３ 第３３回入園式 ０９／０１ 2学期始業式 ０１／０８ 3学期始業式 

０４／１０ 1学期始業式 ０９／１９ 運動会 ０２／０３ 節分 

０５／０１ 子どもの日の集い ０９／３０ 敬老の集い ０２／２０ 生活発表会 

０５／１５ 遠足（枚方パーク） １０／１４ 遠足（琵琶湖博物館） ０２／２５ 観劇 

０６／０３ 歯科検診 １０／２９ いもほり ０３／０３ 雛祭り 

０６／０４ 内科検診 １１／１４ 作品展 ０３／１１ お別れ会 

０６／２１ 日曜参観 １１／２４ 移動動物園 ０３／１６ 第３３回卒園式 

０７／１１ お泊まり保育 １２／０７ 楽団公演 ０３／１９ 平成２１年度終了式 

０７／１６ 1学期終了式 １２／１１ 音楽会   

０７／１８ 青葉まつり（夏祭） １２／１８ 2学期終了式   

就学 小学校 たけ ゆり 合計 

枚方市立 樟葉北小学校 ５  ４  ９   

 樟葉 ９   ６ １５ 

 樟葉西 ２  ２ ４ 

 船橋 ０   １  １  

 樟葉南 １ ２  ３   

 招提 ０ １  １  

 牧野 ２  １ ３  

 西牧野 ０  １  １  

八幡市立 橋本 ０ ２  ２  

 八幡 １ １ ２ 

 美濃山 ０ １ １ 

京都市立 明親 １  ０  １ 

 美豆 １  ０  １  

 第三錦林 １ ０ １ 

学校法人（私立） 聖母学院 ２ ０  ２  

東京世田谷区  千歳 １ ０  １  

福井敦賀市 中央 ０  １   １  

豊中市立 緑地 ０  １ １ 

中華人民共和国 蘇州日本人学校 ０  １ １ 

   合 計 ２６  ２５   ５１  
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 学籍の推移と平成2１年度学籍［資料］ 

                              ［平成22年度は４月１日現在］ 

年  度 ３ 歳  児 ４ 歳  児 ５ 歳  児 合 計 入園児数 年度末卒園児数 納付金年額 

昭和５２年 －   ４８／２組  ３１／１組  ７９／03組  ７９名  ３１名 120000 

昭和５３年 － １２２／３組  ６２／２組 １８４／05組 １４１名  ６２名 120000 

昭和５４年 － １５７／４組 １２２／３組 ２７９／07組 １６７名  １２２名 132000 

昭和５５年 ２３／１組 １６２／４組 １５０／４組 ３３５／09組 １９７名  １５０名 132000 

昭和５６年 ３５／１組 １９０／５組 １５１／４組 ３７６／10組 ２０２名  １５１名 132000 

昭和５７年 ４４／１組 ２３１／６組 １８９／５組 ４６４／12組 ２４８名  １８９名 132000 

昭和５８年 ４０／１組 ２７６／７組 ２１２／６組 ５２８／14組 ２７７名  ２１２名 132000 

昭和５９年 ２６／１組 ２４４／７組 ２３７／６組 ５０７／14組 ２１１名  ２３７名 132000 

昭和６０年 ５４／２組 ２０６／６組 ２１６／６組 ４７６／14組 １７９名  ２１６名 144000 

昭和６１年 ４２／２組 ２１１／６組 １９１／５組 ４４４／13組 ２０９名  １９１名 144000 

昭和６２年 ４２／１組 １７９／５組 １８８／５組 ４０９／1１組 １８６名  １８８名 144000 

昭和６３年 ３８／２組 １３２／４組 １６０／４組 ３３０／10組 １４０名  １６０名 144000 

平成０１年 ５０／２組 １６５／５組 １２３／４組 ３３７／11組 １８４名  １２３名 156000 

平成０２年 ５８／２組 １４７／４組 １５９／５組 ３６４／11組 １６０名  １５９名 156000 

平成０３年 ４４／２組 ２１５／４組 １３９／４組 ３０８／10組 １２３名  １３９名 156000 

平成０４年 ７５／３組  ９０／３組 １２６／４組 ２９１／10組 １２９名  １２６名 156000 

平成０５年 ３４／２組 １１２／４組  ８７／３組 ２３３／09組 ８０名  ８７名 168000 

平成０６年 ４２／２組  ８４／３組 １０５／３組 ２３１／08組 ９４名  １０５名 168000 

平成０７年 ６０／３組  ６０／３組  ８２／３組 ２０２／08組 ８７名  ８２名 180000 

平成０８年 ７１／３組  ９２／３組  ５９／２組 ２２２／08組 １０８名  ５９名 204000 

平成０９年 ４２／２組  ９３／３組  ８６／３組 ２２１／08組 ７６名  ８６名 228000 

平成１０年 ８８／４組  ５５／２組  ９０／３組 ２３３／09組 １０７名  ９０名 228000 

平成１１年 ６５／３組  ９９／３組  ５９／２組 ２２３／08組 ９０名  ５９名 252000 

平成１２年 ５７／３組  ８０／３組  ９２／３組 ２２９／09組 ７７名  ９２名 252000 

平成１３年 ６６／３組  ７２／３組  ７４／３組 ２１２／09組 ８４名  ７４名 252000 

平成１４年 ５９／３組  ７５／３組  ８０／３組 ２１４／09組 ７９名  ８０名 252000 

平成１５年 ６６／３組  ７４／３組  ７３／３組 ２１３／09組 ８２名  ７３名 252000 

平成１６年 ５３／３組  ８４／３組  ７３／３組 ２１０／09組 ７１名  ７３名 252000 

平成１７年 ５２／３組  ５７／２組  ８２／３組 １９１／08組 ６０名  ８２名 252000 

平成１８年 ４７／３組  ５６／２組  ５７／２組 １６０／07組 ５３名  ５７名 252000 

平成１９年 ５３／３組  ４７／２組  ５５／２組 １５４／07組 ５７名  ５５名 252000 

平成２０年 ４２／３組  ５１／２組  ４６／２組 １３９／07組 ４６名  ４６名 252000 

平成２１年 ５１／３組 ４７／２組  ５２／２組 １５１／０８組 ５７名  ５１名 252000 

平成２２年 ６６／４組 ５７／２組  ５１／２組 １７４／０８組 ７５名  ５１名 252000 



 

15 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

      

                                                                                             

 Ｙamaguchi Gakuen Educational Foundation 

 

  

18．沿革   

 

和51年 

1976年 

5月2日 理事長・山口亨｢建学の精神｣を考察 

昭和52年 

1977年 

2月22日 学校法人山口学園 法人認可を大阪府知事より受ける 

4月10日 第1回入園式挙行 

園地（開園当時） 合計 4249.0m2（1287.5坪）                          

園舎面積 402.9m2 延床面積 855.7m2 鉄筋コンクリート造り［保育室5室、遊戯

室1室、職員室、園長室の構成にて開園］                                 

学籍園児数 ７９名〔4歳児48名、5歳児31名〕幼稚園教育事業開業 

昭和53年 

1978年 

開園二年を経過し、園児数増加を見込み、園舎増築を検討、計画。       

学籍園児数１８４名。 

昭和54年 

1979年 

園舎増築工事完成 園舎面積 466.6m2  延床面積 874.8m2 鉄筋コンクリート造

保育室･新職員室増築。学籍園児数２７４名。 

昭和55年 

1980年 

園児数増加により、第二次園舎増築を検討、計画に入る。          

学籍園児数３３５名。 

昭和56年 

1981年 

園舎増築工事完成 園舎面積 83.1m2 延床面積 139.2m2 鉄筋コンクリート造 保

育室2室を増築。学籍園児数３７６名。 

昭和57年 

1982年 

園児数増加により、遊戯室新築を検討、計画に入る。            

学籍園児数４６４名。 

昭和58年 

1983年 

遊戯室増築工事完成（新遊戯室） 園舎面積 317.4m2 延床面積 317.4m2 鉄骨造 

遊戯室増築。在籍数５２８名。 

昭和59年 

1984年 

コンピュータ導入し学籍管理他の処理を開始。               

学籍園児数５０７名 

昭和61年 

1986年 

開園10周年記念事業として｢幼児教育セミナー｣開催［講師:井上敏明（教育評論

家･六甲カウンセリング研究所所長）講演］記念誌 タブロイド版20頁作成、園

児､卒園児に記念下敷配付。学籍園児数４４４名。前年度対比６３名の園児数減 

昭和62年 

1987年 

園児定員５００名を大阪府に申請（定員増申請）４００名の認可を受ける。  

学籍園児数４０９名 

昭和63年 

1988年 

学費口座引落処理をコンピュータ処理開始［銀行口座振替システム運用］   

学籍園児数３３０名。前年度対比７９名の園児数減少。 

昭和64年   

平成元年 1989年 

学費(保育料)年間、156000円に改定。                                     

学籍園児数３３７名 

平成 2年 

1990年 

文部省幼稚園教育要領の改訂により園則変更する。就業規則等改定、労働環境の

整備を図る。学籍園児数３６４名。(前年度対比２７名の園児数増) 

平成 3年 

1991年 

幼稚園パンフレットタブロイド版8頁作成。開園15周年記念として父母会より｢太

陽電池時計｣寄贈。学籍園児数３０７名。(前年度対比５７名の園児減少) 

平成 4年 

1992年 

学校週5日制を導入 園則変更する（平成4年9月より実施）文部省幼稚園教育要領

の趣旨に則り少人数学級編制を採用、園則変更。（1組40名定員を35名定員変

更、3歳児は25名定員）学籍園児数２９１名。 

平成 5年 

1993年 

米飯給食を導入。 学費(保育料)年間、168000円に改定。                                                     

学籍園児数２３３名。(前年度対比５８名の園児減少) 
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平成 6年 

1993年 

米飯給食を導入し、給食の充実を図る。                  

学籍園児数２３１名。 

平成 7年 

1995年 

園地の拡大、合計 5386.1m2（1632.1坪） 

理事長･山口亨 大阪府知事より教育功労者表彰 受彰 

青葉スポーツクラブ創設（スポーツクラブ開設）第2回 枚方チャイルドサッカー大会出場 優勝 

幼児体育指導を教育課程に編纂。                     

学校週５日制を導入の拡大、園則変更する（平成7年4月実施）        

学籍園児数２０２名。 

平成 8年 

1996年 

開園20周年を迎え、諸行事等の見直しを行う。学費（保育料）年間、204000円に

改定。学籍園児数２２２名（前年度対比２０名の園児数増） 

平成 9年 

1997年 

預かり保育の実施、子育て支援の充実を図る。学費(保育料)年間、228000円に改

定。学籍園児数２２１名。 

平成10年 

1998年 

夏期保育の長期化並びに夏期保育中の預かり保育拡大。           

学籍園児数２３３名。 

平成11年 

1999年 

少子化対策臨時交付金（補助金）にて園舎･保育室改修工事を実施。学費管理シ

ステムPCソフト導入。学費(保育料)年間225000円に改定。学籍園児数２２３名。 

平成12年 

2000年 

ホームページ開設 情報公開並びに幼稚園教育内容広報発信を開始。山口亨園長

退任、山口尚志園長就任。学籍園児数２２９名。 

平成13年 

2001年 

入園願書、Emailにて入園受付開始。                   

学籍園児数２１２名。 

平成14年 

2002年 

食育をテーマに講演会開催 講師:大和学園理事長 田中幸雄氏。       

学籍園児数２１４名。 

平成15年 

2003年 

園舎改修[体育倉庫、備品倉庫、年少保育室空調設備設置]          

学籍園児数２１３名。 

平成16年 

2004年 

異年齢児複合教育活動の本格化（縦割り保育）父母会運営組織の変革。全保育室

並びに遊戯室に空調設備を完備。学籍園児数２１０名。 

平成17年 

2005年 

課外教室として幼児英語教室（ＥＣＣ）、幼児プレイルーム（学研）、未就園児

教室を開講。異年齢児複合教育活動（縦割り保育）の継続。教育講演会開催 講

師:大和学園理事長 田中幸雄氏。学籍園児１９１数。 

平成18年 

2006年 

開園30周年を迎える。園庭開放を実施し、未就園児子育て支援事業に取り組む 

異年齢児複合教育活動（縦割り保育）の継続。課外教室エンピツらんど開講。理

事山口尚志、法人の代表権を有する副理事長就任。             

学籍園児数１６０名（前年度対比３１名の園児数減少） 

平成19年 

2007年 

園庭開放を継続実施し未就園児子育て支援事業を拡大。異年齢児複合教育活動

（縦割り保育）の継続。課外教室「こどもアートクラブ」開講。園内改修［預か

り保育室・年中園舎手洗い場・園庭西花壇・園地周りフェンスの改修］    

学籍園児数１５４名。 

平成20年 

2008年 

園庭開放日を月2回とし未就園児子育て支援事業を拡大。未就園児教室キディク

ラブ開講。夏休み預かり保育開始。給食内容について改良改善、従来にましてア

レルギー食への対応を実施。                       

学籍園児数１３９名（前年度対比１５名の園児数減少） 

平成21年 

2009年 

学校評価・自己評価をホームページに公開、併せて財務状況について公開。異年

齢児による教育活動のより充実に努め、その活動期間の長期化を図る。園庭開放

を継続実施。夏休み預かり保育の拡大実施並びに冬休み預かり保育の実施。年度

末（2010年3月）に平成22年度向けて、保育室6室改修工事（室内手洗場、保育室

ドア改修他）並びに園内花壇の安全改修工事を実施。その他の改修工事（屋上防

水塗装、園庭境界部分塗装の各修繕工事）を実施完了。学籍園児数１５１名 
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19．財務報告   

 2009年度・平成21年度の計算書類［消費収支計算書・資金収支計算書・貸借対照表・財産目録］

については、当法人・監事並びに監査法人公認会計士の監査の後にこれを報告・公開する。 

 

20．その他の報告 

 ① 未就園児教室の開講  

 2008年度に引続き、未就園児教室キディクラブを2009年４月より、１２名の入会者を以て開講

した。業務提携（委託）を㍿エルステップスに業務委託し、本園と補完関係を執りながら未就園児

子育て支援事業を行った。また１０月より、未就園児親子教室として㍿学研と業務提携（委託）し

本園入園児をその会員として開講し、子育て支援事業とした。 

 

 ② 未就園児（在園児）園庭開放の実施  

 2008年度に引続き、子育て支援事業として「園庭開放」を実施した。2009年４月より2010年３

月までの期間、土曜日午前中の開催とし、年間継続して１１日間実施。また、夏まつり（青葉まつ

り７月）、運動会（９月）、文化祭作品展（11月）に招待し。子育て支援を図った。 

 

 ③ 小学校との連携・交流 

 2010年３月１日、枚方市立樟葉北小学校のご理解とご協力のもと、２年生児童と交流会を実施
した。本園年長児が就学への期待を高め、且つ異年齢児による交流を深め「人間関係・コミュニ

ケーション」の育成に教育効果があった。  

 

 ④ ホームページの更新（情報公開） 

 以下の通り、ホームページ更新を行ない「情報公開」を行った。 

  １．学校評価（2008年度版）の新規作成・公開            2009年４月 

  ２．感動の声ページを更新                     2009年５月 

  ３．保護者交付の補助金ページ更新・写真購入申込ページの新規作成  2009年５月 

  ４．幼稚園概要・情報公開ページ新規作成（財務状況・事業報告等公開）2009年７月 

  ５．園児募集要項（2010年版）ページ更新              2009年９月 

  ６．ホームページ・トップページ、リニューアル           2009年９月 

  ７．入園説明会・園庭開放ページ更新                2009年10月 

  ８．トップページお知らせ・未就園児教室ページ更新         2010年２月 

  ９．入園説明会・園庭開放ページ更新                2010年２月 

  10．沿革ページ更新                        2010年２月 

  ［2009年度「学校評価・自己評価」並びに「事業活動報告」を2010年４月に公開の予定］ 
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 ⑤ インフルエンザ罹患による「学級単位の臨時休業措置」による、給食費の返戻 

 2008年度までは、給食単価に実食を乗じて「給食費」として徴収していたが、2009年度より年間

給食数を算出し、保護者負担軽減を含め少額の徴収、一括全額徴収とした所であるが、今般の「イ

ンフルエンザ罹患による学級閉鎖」は、本年度からの処理変更後の不測の事態となった。給食費の

取り扱いとその実態について考察し、給食業者（納入業者）への発注段階においても事前に発注変

更を行い、法人としても損益が発生しておらず、併せて当該学級園児に受益が発生していないこと

より、「返金すべきが本来」と判断した。因って合計金員、３３，４８０円を該当者に返金した。

（Ｐ11、インフルエンザ罹患状況参照） 

 

 ⑥ 2009年度通園バス運行 

 大型幼児専用バス（ライオン仕様・いぬ仕様）２台、小型幼児専用バス（普通車ライオン仕様）

１台、合計３台の通園バスにより、各バス２方面（コース）合計６方面（コース）の路線を編成し

運行した。大阪府大学私学課の指導による「通園バス園児乗車最大時間４０分」を厳守し、園児に

長時間乗車に対する負担のなきよう各路線最大乗車時間を３９分、最小乗車時刻を３４分、平均乗

車時間を３６分の路線編成し運行した。（乗車時間とは、最初に乗車した園児が幼稚園に到着する

までの時間をいう。従って乗車園児の無い運行時間は乗車時間に含まず）通園バス利用児数は、１

１４名（2010年３月１日時点）となった。  
 

 ⑦ 2009年度給食実施状況・食育の取り組み状況 

 年間、９６回の給食を供給した。入園・進級当初（４月）は「集団で食する食事」としての安定

に重点をおき、食べやすい環境を調えメニューは「パン給食と牛乳」を中心とし、５月より米飯給

食の供給をはじめた。また、米飯給食は、アレルギー対応食を個別に供給し、「食の安全」を確保

し、経常的に「無農薬米・無農薬野菜」を食材として採用した。また、特別食として ちらし寿司

きつねうどん、揚げそばの中華あんかけ、スパゲティ等メニューの充実に努めた。園児にとって和

やかでおいしい給食の位置づけが成された。また「食育」の一環として、栄養の三要素の話等、食

育に関する指導を行ない、食に対する意識の向上に努めた。さらに、「餅つき（＝お餅を食す）」

「芋ほり（＝収穫の喜びと同時に蒸かし芋を食す）」「雛祭り（＝由来を知り食す）」等の行事を

通して園児の食への関心を深める指導を実践した。 

            ※ 2009年度・年間給食実施状況 

 

 

 

 

月 パン給食 米飯給食 給食回数 月 パン給食 米飯給食 給食回数 

４ ５ ０ ５ １１ ４ ７ １１ 

５ ４ ５ ９ １２ ２ ４ ６ 

６ ５ ７ １２ １ ３ ５ ８ 

７ ２ ４ ６ ２ ４ ６ １０ 

８ ０ ０ ０ ３ ４ ５ ９ 

９ ４ ６ １０ 計  ４１  ５５  ９６  

１０ ４ ６ １０  42.7％ 57.3％ 100％ 
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 ※ 給食費徴収に関する特記事項 

 2008年度は、１食単価２７０円とし食数に応じ個別に徴収としていたが、2009年度より年間徴収額を  

２４，８４０円［年間９２食］と算定し、一ヶ月２，０７０円を徴収した。この算定基準は、年度により行

事等の教育日程の事情が変動し、給食供給回数が若干の差異が生じること、また給食供給日の園児の欠席数

を配慮し保護者負担を少額に抑え、且つ給食費徴収の合理化を図る趣旨を以て実行した。2009年度の供給実

績（または年度当初の予定）から、一人あたりの年間給食を食した費用（Ａ）は、給食単価２７０円×９６

食＝２５，９２０円、徴収金額（Ｂ）は、２，０７０円×１２カ月＝２４，８４０円となり、１，０８０円

（ＢーＡ）の差異が保護者負担軽減の実績と評価できる。尚、この差異に対する費用・経費負担について

は、本園において限りない欠席園児数の掌握等による発注努力と給食供給業者の理解のもと、保護者負担を

少額に抑えた金員額がそのままの負担額と一致するものではないものとなった。  
 

 ⑧ 園児制服の完全変更 

 2005年度に制服変更を協議決定し、2006年度より旧園児制服より新制服へと変更した。この制服

変更について保護者制服購入費用の負担を軽減する趣旨を以て、旧制服の着用の猶予期間を三カ年

設定した。2008年度末を以てかかる旧制服着用猶予期間が終了し、2009年度より園児制服が完全に

新規制服の着用となった。 
 

                                                                                 以 上 

 

                                         文責／学校法人山口学園副理事長・くずは青葉幼稚園園長 山口尚志 

                                    

 

 

     ２００９年度・平成２１年度 学校法人山口学園くずは青葉幼稚園の 

     教育事業について以上の通り報告する。 

 

２０１０年・平成２２年 ４月１日 

 

くずは青葉幼稚園 

               園 長 山口尚志  公印 

 

学校法人山口学園  

               理事長 山口 亨   公印 
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学校法人山口学園 

くずは青葉幼稚園 

http://www.k-aoba.ed.jp/  
〒573-1102 枚方市北楠葉町３８番１号 

電話 ０７２－８５７－８２２１  ＦＡＸ ０７２－８５６－５９４４  

 Mail address  info@k-aoba.ed.jp 

 

２０１０年４月１日発行  


